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 要  旨 
総務省では「u-Japan 政策」として，ブロードバンド環境から,あらゆる人や物が結びつくユビキタスネットワ
ーク環境への移行を目指している.その基盤として,常時接続可能な環境の充実に取り組んでいる. 
インターネットは外部からのケーブルを主配線盤室に引き込み，電気配線シャフト（EPS）室と呼ばれる建物の
各階を貫通している場所を利用して，各階へケーブルを配線し，LAN を構築することで利用できる.しかし，EPS
室にケーブルを敷設するスペースがない場合，貫通工事や屋外配線工事等が必要となり，多大なコストがかかる． 
このような既存の建物における LANなどの新規有線ネットワークの構築が困難な場合の代替案として,本論文で
は RoF(Radio on Fiber)を空間伝送に拡張した RoFSO(Radio on Free Space Optics)による光無線ネットワーク構
築を提案する．屋内 RoFSOの検討例としては,障害物回避に凸面鏡に利用した光無線通信システムやワンセグ等の
屋外で受信した情報を屋内で再送信するシステムの検討がある.しかし,通信を提供するエリアについては,前者
は室内であり,後者は見通しのとれた場所であるため,複雑な構造の建物全体をカバーする方式ではない. 
本研究では,廊下の天井などの見通しのとれた直線的な伝送だけでなく,ミラーを用いて光ビームの階段等の伝
搬も可能とするネットワークを検討した.さらに 100MHz 帯の無線信号を用いた RoFSO 伝送についても検討した. 
100MHz 帯周波数の一部を携帯端末向けマルチメディア放送やセンサーネットワーク用として利用するための技術
的検討を総務省が進めていることから,この周波数帯での検討は本方式応用例の一つとして有効であると考える.  
レーザーダイオード（以下 LD）とフォトダイオード（以下 PD）,平凸レンズを用いて,光ビーム伝送及び RoFSO
伝送の損失特性を各種回路構成で測定した. また,LD から放射する光は波長 1.3μm 帯の近赤外光であり,目に見
えず光軸調整が難しい.そのため,可視光との重畳を行う機構を作製し, ネットワーク構築の簡易化を目指した. 
直線伝送では,光ビーム伝送,RoFSO 伝送ともに,損失の距離に対する依存性はみられず,1 枚～3 枚のミラーを用
いた近距離中継でも光ビーム伝送損失は平均 0.5dB と,その低損失性が確かめられた.しかし,3 枚のミラーを用い
た立体中継での光ビーム伝送損失は約 33dB と,ミラー3 枚平面中継の約 20dB に比べ,13dB の大幅な損失増加とな
った.また,RoFSO 伝送の近距離ミラー中継では,ミラーの中継枚数が増えるにつれ,約 3dB ずつ損失が増加する結
果となった.RoFSO 伝送の中距離ミラー2 枚平面中継,3 枚平面中継においても,計算による予測値よりそれぞれ約
4dB,約 8dB 増加となった.ミラー中継時の伝送損失を改善するため,LD 側の光軸調整機構の改良だけでなく,光強
度分布に基づいた光ビーム測定器及び光ビーム検出器を作製した. この装置によって,階段上での光ビームの確
認やミラーの微調整が可能になった.その結果,伝送距離約 20m の 3 枚のミラーによる立体中継光ビーム伝送にお
いて約 20dBという値をとり,前回の結果である約 33dBを約 13dB改善することができた. 
 
